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- 程度の小ささを表す副詞を中心に(-)-

時 衛 国

1､はじめに

動作 ･行為や状態 ･事柄 ･数量 ･距離などの程度が小さいことを表す副詞は中国語で

は｢梢微(shaowei)｣｢略微(1uewei)J｢梢鞘(shaoshao)｣｢略略(luelue)J｢多少(duoshao)｣

｢有点(youdianr)｣など､日本語では<少し><少々><ちょっと><多少><いささか

><やや>(注1)などが挙げられる｡

｢梢微｣は話し言葉にも書き言葉にも用いられ､使用範囲が広い｡｢梢梢｣｢略略｣は主に

春き言葉として使われ､話し言葉にはほとんど用いられない｡｢略微｣はどちらかという

と､やや硬い感じはするものの､日常会話にもよく使われる｡｢多少｣r有点Jは広く話し

言葉に用いられる｡

<少し>は話し言葉にも書き言葉にも用いられるという点において｢鞘微｣とまったく

同じである｡<やや>はやや硬い文章語で､くだけた会話にはあまり使わないが､<い

ささか>はかなり文章語的｡そして<少々><多少>は文章語的とはいえ､それほど強

くはないという点では｢略微｣｢多少｣に近く､よく改まり表現に使われる｡<ちょっと>

は口頭語として主に話し言葉に使われ､｢有点Jと似ている｡

この中で､｢鞘微｣と<少し>､｢略微｣と<少々>､｢多少｣と<多少>､｢有点｣と<ちょ

っと>はそれぞれ文体的にも意味的にも近似し､大体同じレベルにあるものと考えられ

るので､本稿ではその意味用法を中心に､これまでの研究を踏まえながら､中日両語の

程度副詞の共通点と相違点について論究してゆく｡

なお､紙幅の都合上､今回は動詞修飾の場合だけを考察し､その他の用法については

別稿に譲ることとする｡

2､先行研究

｢梢微｣｢有点｣について呂叔湘氏のまとめた 『現代漢語八百詞』(1980)には次のように

記述されている｡(注2)

｢梢微｣ (副)表示数量不多或程度不深｡也等作一鞘か ｡ ((副詞) 数丑が多くな

かったり程度が深くなかったりすることを表す｡またr鞘カ｣とも書く- 引用者訳｡

以下同じ)

a)鞘微+劫｡劫詞常重畳､戎前面有副詞一一■､或后面有■一点JL､-些､-下●｡

(｢鞘徹+動詞｣｡動詞がよく重ね形をとったりその前に副詞｢-｣あるいはその後に

｢一点凡｣｢一些｣｢一下Jなどが来たりする)

C)鞘微+不+形/劫｡限千一留神､注意､小心一等｡(｢鞘微｣+｢不(ない)｣+形容

詞あるいは動詞｡｢留神(気を付ける)｣｢注意(注意する)｣｢小心(用心深い)｣などに限

る)(同p423-424)
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｢有点JL｣(副)表示程度不高 :鞘微｡多用干不如意的事情｡(程度が高くないこと

を示す｡少し｡好ましくない事柄に用いられることが多い)

a)有点)し+形/功｡形容詞､劫詞多半是消故意又的或旺又的｡形容詞之前可以加

一太一｡(｢有点JL+形容詞あるいは動詞｣｡形容詞､動詞は消極的な意味あるいは

マイナス的意味を示すものが多い｡形容詞､動詞の前に｢太(甚だしい程度を表す副

詞､<余りに><余りにも>に相当する- 引用者)｣が用いられる｡

b)有点)し+不+形/劫｡形容詞､劫詞多是釈板意又的或褒又的｡(r有点JL+不

+形容詞あるいは動詞｣｡形容詞､動詞は積極的意味やプラス的意味を表すものが多

い)(同p559)

｢略微｣｢多少｣について 『現代改悟副詞分英薬用洞典』(1989)には次のように述べられ

ている｡

略微 :梢微(表示程度軽微｡表示吋伺短促｡表示数量不多､花田不大｡常同一'点､

些､一点､-些､一下､JL一一等配合実用)｡ (少し｡程度が軽いことを表す｡時間が短

いことを表す｡数量が多くなかったり範囲が大きくなかったりすることを表す｡｢点｣

r些｣｢一点｣｢-些｣r-下｣r凡｣などと共起することが多い)(同p31･173･283)

多少 :梢微､或多戎少(表示具有一定的数量或迭到一定的限度｡常与川点…些tt等配

合､表示限度小｡表示強洞)｡ (少し､多かったり少なかったりすること｡一定の程

度があることや一定の限度に達することを表す｡よく｢点｣｢些｣と共起し､限度が小

さいことを表す｡強調の意味を表す)(同p29･282)

『現代漢語八百詞』は｢梢微｣｢有点ル｣の用法について詳細に記述しているのだが､し

かしまだ不十分な点がある｡例えば､｢梢微+劫詞｣という場合であるが､どんな動詞を

修飾し､どんな動詞を修飾できないのかについての記述がない｡またr有点)LJについて､

形容詞､動詞を修飾できるとはいえ､どんな語が修飾でき､どんな語が修飾できないの

か､例えば､｢有点｣は｢有点同情(ちょっと同情する)｣のように動きが表面に表れない動

詞は修飾できるが､｢*有点鋭く｢ちょっと言う｣の意)｣のように動きが表面に現れる動詞は

修飾できない｡これについて説明されていない｡一方､『現代漢語副 詞分頬実用詞典』は

｢略微｣｢多少｣について対象語を修飾する場合に共起語句を必要とするという記述に止ま

り､共起語句を対象語によりどういうふうに使い分け､文法上語選択による制約を受け

るかどうかには言及していない｡たとえば､｢略微｣｢多少｣は｢点｣｢些｣と共起して動詞を

修飾する時､｢略微/多少吃点/些Jのように｢吃｣とは共起できるが､｢*略微/多少坐点

/些｣のようにr坐｣とは共起できない｡これについては詳しく説明する必要があると思う｡

一方､<少し><少々><ちょっと>について森田良行氏の 『基礎 日本語辞典』

(1989)では､次のように記述されている(注3)｡
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<少し> 副 数量や事柄 ･状態などの程度があまり大きくないこと｡｢ノJ､さい｣と

違って､標準や比較の対象に対しての数量の相対的評価ではない｡あくまで､その

状態においての程度の多少を問題としている｡｢少し多い/少し少ないJと言えるよ

うに､プラス ･マイナス両面において､その程度ぐあいを｢少し｣と評価することが

できる｡｢かなりJ｢そうとう｣などと対応する｡

｢少し｣で表せる程度の対象として次のようなものがある(注4)

(三)状態 見える､できる､似ている､ある､おかしい､悪い､

うるさい､忙しい､賑やかだ､椅麓だ､上等の～､足

りない

(四)動作 ･作用 ･減少- 働く､休む､忘れる､思い出す､残す､光る､振る､

動く､進む､あわてる

(中略)(三)はrすこし- ている｣の文型で用い､(四)はrすこし が----

する｣(自動詞)rすこし- --を- する｣(他動詞)の文型で用いる｡(同p553-558)

(｢少々｣｢ちょっと｣は)両語とも意味面では｢少し｣と変わらない｡(中略)文体的に

は｢ちょっと｣は口頭語､｢少々｣は改まり表現に用いられる｡｢少々/少し/ちょっと｣

の順で丁寧度は落ちる｡(注5)｡ (同p556)

飛田･浅田著 『現代副詞用法辞典』(1994)では､<少し><少々><多少><ちょっ

と>についてそれぞれ説明されているので､次に抜粋する｡

<少し>(1)数 ･畳 ･時間 ･距離 ･程度などが少ない様子を表す｡(中略)(1)の｢す

こし｣は客観的に､数 ･畳 ･時間 ･距離 ･程度などが少量ではあるが存在するという､

存在のほうに視点をおいた言い方であって､非存在のほうに視点をおいた｢少ない｣

と異なる｡(中略)(2)感情や判断の表明を椀曲にする様子を表す｡(注6)(同p203)

<少々>数量や程度が少ない様子を表す｡(中略)ややかたい文章語で公式の発言

やあらたまった挨拶などによく用いられる｡数畳や程度が少ないことをやや客観的

に表し､数量の場合には計丑できる程度の少量を意味することが多い｡(同p193)

<多少>(前略)具体的に限定できない数量や程度が少ないことを客観的に表すが､

話者の意識としては存在するほうに視点がある｡(中略)｢たしょう｣はrLょうしょう

(少々)Jや｢すこし｣と異なり､数量や程度の少なさを漠然と示し､明確な少量を示す

場合には用いられない｡(同p264)

<ちょっと>数量や程度などが少ない様子を表す｡ (中略)かなりくだけた表現

で､日常会話中心に用いられる｡標準的には｢すこし｣を用いる｡(中略)また､｢ちょっ
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と｣は｢すこし｣と同様､数量や程度が少量ながら存在するという意味で､非存在に視

点がある｢すくない｣とは異なる｡(同p292)

『基礎日本語辞典』は<少し>についてたくさんの用例を挙げながら説明しているの

であるが､その分類ははっきりしないことが多い｡もっと細かく分類をしなければなら

ない｡例えば､(三)のところでは形容詞と動詞が同じように扱われているが､それらを

分けて考えたほうがよいのではないかと思う｡『現代副詞用法辞典』は｢<(2)は>(1)の

(10)-(13)から進んだ用法で､特に程度を具体的に限定しない場合である｡ ｣としながら､

(1)と(2)との根本的な違いについての説明がない｡<少々><多少><ちょっと>につ

いては､『基礎日本語辞典』の記述はいずれも簡単になされており､<少し>との区別や

位置付けには触れていない｡『現代副詞用法辞典』はその意味的説明は詳細に行われてい

るが､分類の基準は明示せず､その意味と用法との文法的関係も明らかにされていない｡

これまでの先行文献を踏まえて諸語の意味用法や文法的関係などを深く研究しなければ

ならない｡

なお､考察語に関しては丹保健-氏(1981)､沖久雄氏(1983)(注7)などの論があるが､

その引用は割愛する｡

3､分析

3.1.動詞の肯定形式

(1)梢微/略微/多少/*有点想想｡(少し考えてみる)(注8)

(2)少し/?少々/#多少/ちょっと考えてみる｡

(3)梢微/略微/多少/*有点等-下｡(少し待ってください)

(4)少し/?少々/#多少/ちょっと待ってください｡

｢梢微｣｢略微｣｢多少｣は単独では動詞を修飾することができない｡動詞の重ね形(1)や｢

-下(3)｣などの数量詞と共起しなくてはならない｡もしそうでなければ､

(5)*(梢微/略微/多少)想/等｡

などのようにそれらを修飾することができない｡というのは､｢梢微J｢略微｣｢多少｣は､

程度の小ささや数量 ･時間の少なさを表すに止まり､その具体的な程度 ･数量 ･時間な

どを表すことができないからである｡被修飾語を数塵的 ･時間的 ･程度的に修飾する場

合には､その重ね形や｢一点｣｢-下｣｢一会ル｣などに助けを借りなくてはならない｡一方､

共起語句に用いられるものは､｢一点｣｢-下Jなどのようにおおよその数や量や時間 ･程

度などを示すフレーズでなければならず､文中においては､｢梢微｣｢略微｣｢多少｣と共起

することによって意味的に補い合って､被修飾語があらわす内容の数畳 ･時間 ･程度な

どの概念をもっぱら表すことになる｡従って､共起語句によっては同じ動詞であっても､

表す意味が異なってくることがある｡例えば､｢梢微想-下｣における｢-下｣は､｢想｣と

いう動詞の程度が小さいことを表すが､｢梢微想一会JL｣における｢一会凡｣は､その時間

の短いことを表す｡だが､｢梢微｣の略と思われる｢梢｣は､

(6)鞘候(-下)｡ (ちょっと待ってください)

(7)梢等(一会JL)｡ (少し待ってください)
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のように共起語句がなくても修飾することができる｡もちろん重ね形や数量詞と一緒に

用いられた場合は､その程度の小ささや時間 ･畳の少なさが更に強調されることになる｡

そしてr軌 は一字昔話だから､修飾される動詞も一字音譜でなければならず､それ以外

の動詞とは｢*鞘等候-下(｢少し待ってください｣の意)｣のように共起することができない｡

また現代中国語において｢略微｣の略と見られる｢略｣は､｢*略候/*略等｣｢*略等侯-下｣の

ように､一字昔話をも二字音語をも修飾することができない｡

(1)(3)のように｢考える｣｢待つ｣の時間丑の少なさを表すという点では三語が共通して

いるが､ニュアンスや文体などの違いがあるという点ではそれぞれ異なっている｡｢鞘微｣

は｢梢微想想｣｢稗微等等｣などのように｢想｣｢等｣の時間丑をはっきり少なくするという意

味合いを含んでおり､日常用語として主に明確な少量を表わす｡｢略微｣は時間の少なさ･

程度の小ささなどを明らかに示すという点では｢鞘微｣に近いが､語気がそれより硬く､

文章語として用いられることが多い｡それらに対し､r多少｣は不明確な少量を表わし､

深入りせずに表面に止まるということに視点がある｡それで｢多少等等｣はポーズだけを

して誠意に欠けた対応という印象を受けかねない｡｢多少｣は主に会話文に使われ､｢梢微｣

｢略微｣よりくだけた感じがずっと強い｡

｢有点｣は｢想｣｢等｣の重ね形だけでなく､それらの原形をも｢*有点想/等｣のように修飾

することができない｡｢有点｣は構造的に分析すると､動詞｢有｣+畳詞｢点｣からなったも

ので､それ自体にすでに含まれた丑的成分に制約されているので､動作 ･行為を表す動

詞を修飾 ･限定することができないわけである｡ここから見れば､その意味用法は､語

自体の構造により大きく影響されるものと思われる｡表面に動きが現れる動詞と共起す

ることができないという点では上述の副詞とまったく違っている｡

一方､<少し><ちょっと>はいずれもそのままでr考える｣｢待つ｣を修飾することが

できる｡中国語におけるような共起制限などはもたない｡また､中国語の｢一点｣｢一下｣｢
一会JL｣などの数量詞に対応するものは日本語にもない｡<少し><ちょっと>によって

修飾される動詞は重ね形をとることができない｡<少し><ちょっと>はよくr- て

みる｣という形と一緒に用いられるが､併し､その形はただ｢ためしに----する｣r--I

一することを試みる｣といった意味を表すにすぎず､必須的な共起条件というわけではな

い｡例えば､

(8)少し/ちょっと(考える ･待つ)｡

のようにいずれも単独に使え､必ずしもr-- てみるJという形と共起するということ

ではない｡

<少々>はやや硬い文章語で改まった挨拶によく用いられるが､(2)を｢?少々考えて

みます｣と直しても意味表現がまだ不十分なので､ほかの要素を添加することになる｡も

し｢少々考えていただけませんか｣｢少々考えさせられる｣などのようにまとまりのある事

柄を表す場合､｢少々｣は共起できる｡(3)では｢待ってください｣はあらたまった表現では

ないので､｢少々｣とは文体的にバランスがとれない｡｢少々､お待ちください｡只今､テ

ーブルの御用意をさせますので一 一一｣(平岩弓枝｢秋色(上)Jp332)のように､丁寧な敬語

表現と共起した場合は適格になる｡
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<少し>は文章にも会話にもよく使われるのに対し､<ちょっと>はくだけた表現と

して主に会話文に用いられる｡例えば､

(9)｢ちょっと待って !｣そこで声がした｡(曾野綾子｢二十一歳の父｣p16)

(10)｢ちょっと待っててJ基次は急いで店の内側にとって返した｡(同上p57)

(ll)｢ちょっと待ちなさい､忘れたものがある｣酒旬は足早に寝室に戻ると､大阪で

買ったエジコ人形の包みを持って玄関-ひき返した｡(同上p159)

(12)rちょっとお待ち下さい｡今帳場にきいてみますから｣女中は電話機をとった｡

(同上p212)

では<ちょっと>はいずれも会話文に使われているが､(9)(10)のような省略表現にも

(ll)のような命令表現にも馴染み､場合によって(12)のような敬語表現と共起すること

もできる｡但し､<ちょっと>(注9)はくだけた表現なので､敬語表現と共起した場合は

標準的とは言いがたい｡例えば､｢お待ち下さいませ｣という敬語表現に対して｢?ちょっ

とお待ち下さいませ｣のように<ちょっと>は用いられるが､<ちょっと>という修飾語

と｢お待ち下さいませ｣という被修飾語とは文体的に一致せず､落ち着きが悪いと見られ

る｡<少し>は<ちょっと>と比べると｢少しお待ち下さいませ｣のように落ち着きが少

しよくなるが､不自然さが若干残る｡この場合は<少々>は｢少々お待ち下さいませ｣の

ように､丁寧な表現として一番適格と言えよう｡従って､改まった場合は<ちょっと>

<少し>より<少々>のほうが多用される｡

<多少>は不確定な少量を漠然と示すという点において､<少し><ちょっと><少

々>と大いに異なり､又､そのままでは被修飾語を限定することができない｡というの

は､<多少>は文字どおり｢多かれ少なかれ｣という意味から転じた副詞であって､その

まま使用されると､元の意味に左右されてしまうからである｡併し､逆接をあらわす複

文中の前節に使われた場合は､

(13)私はその件について多少考えてはみたが､分からなかった｡

(14) 日本人は多少考えたとしても､十二月八日という日を｢水に流す｣傾向がある｡

(｢読売新聞｣1991.12.7夕刊)

(15)私はそこで多少待ったが､併し､結局､彼は来なかった｡

のように<多少>は｢考える｣｢待つ｣を意味的に限定することができるようになる｡とは

いえ､｢その件について､私は多少考えてみた｡併し､分からなかった｡｣｢私はそこで多

少待った｡併し､結局､彼は来なかった｣というように､二文が連続し複文中の節とせぬ

場合は､前文と後文とが逆接的関係にあり､後文があるだけに前文は切っても落ち着く｡

又､被修飾語と一緒に一つのまとまりのあるフレーズを構成した場合は､

(16)多少考えるかもしれない｡

(17)多少待つかもしれない｡

のように共起することができる｡また｢多少考えさせられる｣｢多少待っていただくことが

あります｣などのように用いられる｡<多少>は唆味な少量を表すほかにまた予想した事

柄にもよく用いられるという点では<少し><少々>と共通している｡例えば､駅員の

アナウンスで､

-57-



(18)悪天候のため､列車の発車時間は予定時刻より多少遅れる見込みです｡

(19)悪天候のため､列車の発車時間は予定時刻より少し遅れる見込みです｡

(20)悪天候のため､列車の発車時間は予定時刻より少々遅れる見込みです｡

(21)??悪天候のため､列車の発車時間は予定時刻よりちょっと遅れる見込みです｡

では､｢発車時間は予定時刻より遅れる｣という情報について<多少>は明確な断定を避

け､大幅に遅れることがないということを示唆､<少し><少々>は確定的な予告をし､

遅れる時間畳が多くないことを強調している｡<少々>はく少し>より語気が柔らかく､

丁寧なニュアンスを持っている｡<ちょっと>はくだけた感じで丁寧な表現に適せぬせ

いか､このような業務連絡には使うことができない｡｢ちょっと遅れる｣のように日常会

話に用いられた場合は落ち着きが良くなる｡とはいえ､

(22)中島容疑者は帰宅途中で少し酒を飲んでいた(｢読売新聞｣1992.3.17夕刊)｡

(23)中島容疑者は帰宅途中で少々酒を飲んでいた｡

(24)中島容疑者は帰宅途中でちょっと酒を飲んでいた｡

(25)中島容疑者は帰宅途中で多少酒を飲んでいた｡

では､四語はいずれも適格であり､それぞれニュアンスこそ異なれ､文体的には大きな

差は見られない｡ここから考えると､すでに実現した事柄 ･発生した状態を客観的に描

写する場合には四語は文体や位相などによる制限をあまり受けないと思われる｡例えば､

(26)さすがの私も､その時ばかりは (少し/少々/ちょっと/多少I慌てた｡

においては､四語は意味的にはそれぞれ異なるものの､文体差と位相差は著しくないと

言える｡｢普段何時も冷静に対応できる私も例外なくその時だけは慌てた｣という内容に

ついて､<少し><少々><ちょっと>ははっきり｢慌てた｣という事実を認め､その程

度が大きくないことを表しているのに対し､<多少>はその事実を認めつつその程度を

軽く表現するという感じを受ける｡

(27)梢微/略微/多少/#有点重視重視外債教学｡(語学教育を重視して下さい)

(28)語学教育を少し/??少々/多少/?ちょっと重視して下さい｡

｢梢微｣｢略微｣｢多少｣<少し><多少><ちょっと>はいずれも｢重視/重視する｣を修

飾することができる｡<少々>はこの文脈に使われるとかなり不自然さが感じられる｡｢

語学教育を?少々重視して頂けますか｣のように敬語表現に使われた場合はその不自然さ

が少し少なくなる｡｢有点｣は例えば､

(29)*有点重視外培教学｡(｢語学教育を重視する｣の意)

(30)有点重視外悟教学了｡(語学教育を重視するようになった)

｢重視｣などそれ自体に含まれた程度性はかなり高いことから､｢根/非常重視(とても

/非常に重視する)｣のようにそれにふさわしいと思われる程度修飾は受け入れるものの､

｢有点｣によって示される微小の程度修飾は受容しない｡又｢重視｣はプラス的意味を持つ

動詞であり､よく好ましい表現に用いられるのに対し､｢有点｣はマイナス的意味を持っ

ており､好ましくない表現に用いられるのが普通である｡よって､そのままでは｢有点｣

は共起できないというわけである｡但し､｢有点｣が｢了｣と共起した場合はある事柄 ･心

的態度が現時点において起こった変化を表すので､(30)のようにプラス的意味を持っ語
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とでも共起できるようになる｡この場合､｢了｣は必須的共起語句として用いられたので

ある｡併し､｢反対｣｢軽視｣などマイナス的意味を持つ動詞を修飾する時､｢有点反対(皮

対する)｣｢有点軽視(軽視する)｣などのように｢有点｣は｢了｣と共起しなくても使える｡

一方､<多少>は他のまとまった意味を持つ語句と一緒に用いられた場合は､文の安

定度が高くなり､客観性が強くなるので共起しやすくなる｡｢??多少重視するけど､一一一一一

一｣などのように具体的場面に欠けた場合は､落ち着きが悪く､非常に不自然である｡と

ころが､｢都立大学の入試は､英語の成績を多少重視するけど､極端な傾斜採点ではない｣

｢あの先生は､出席を多少重視する｡(成績評価の場合の話し)｣(注10)というような場合は､

具体的な内容が明瞭でしかもよくまとまったセンテンスだから､共起できるようになる｡

又､請求を示す可能疑問表現に使われた場合は､｢(語学教育を)多少重視して頂けますか｣

などのように､やや不自然な感じはするものの共起することができる｡未実現の事柄を

実現可能のものとして想定 ･把握 し､更に実現させようと働きかけるといった場合は､

<多少>の修飾を受け入れることが多い｡この場合､<少し><ちょっと><少々>も｢

(語学教育を)少し/ちょっと/?少々重視していただけますか｣のように共起することが

できる｡

(31)*也杵柄微/*略微/*多少受点｡(｢受けるかも知れない｣の意)

(32)也杵柄微/略微/多少受点影桐｡(少し影響を受けるかも知れない)

(33)*也拝有点受｡(｢受けるかもしれない｣の意)

(34)也拝有点受影的 ｡(ちょっと影響を受けるかも知れない)

(35)*少し/*少々/*多少/*ちょっと受けるかも知れない｡

(36)少し/少々/多少/ちょっと影響を受けるかも知れない｡

両語の程度副詞はどちらも｢受/受ける｣をそのままに修飾することができないという

点では共通している｡ところが､｢受影的｣｢影響を受けるJのように目的語をとって一つ

のフレーズを構成した場合には､あるまとまった意味を表すのでそれ全体に程度性が生

じてくることから､両語の程度副詞によって修飾されることができるようになる｡この

ように目的語や対象語をとってはじめてその程度性が認められる動詞は､中国語には｢守

(信用)(約束を守る)｣｢解決(何題)(問題を解決する)｣｢合平(要求)(要求にかなう)｣など､

日本語には｢(利益を)得る｣｢(要求に)かなうJr(自信に)満ちた(請)｣などがある｡又､

(37)*也杵柄微/*略微/*多少費点｡｢(費やすかも知れない)の意｣

(38)也杵柄微/略微/多少費点吋伺｡(時間を費やすかも知れない)

(39)*也件有点費｡｢(時間を費やすかも知れない)の意｣

(40)也件有点費吋l恥 (少し時間を費やすかも知れない)

(41)(その仕事は)少し/少々/ちょっと(時間を)費やすかも知れない｡

(42)(その仕事は)多少(時間を)費やすかも知れない｡

のように､中国語では目的語を持たないと｢費｣は程度副詞と共起できないのに対し､日

本語ではそれに対応すると考えられる｢費やす｣は､目的語を取らない場合でも(もちろん､

目的語を取った場合は表現として安定している)､程度副詞によって修飾されることがで

きる｡前者では目的語は不可欠な共起要素であるが､後者では必ずしも目的語と共起す
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るとは限らない｡同じ意味の被修飾語とはいえ､目的語の有無によって共起条件が異なっ

てくる｡

3.2.動詞の否定形式

(43)*(鞘微/略徹/多少1不注意｡(｢注意しないJの意)

(44)(鞘微/略微/多少)不注意就出措｡(注意しないとミスする)

(45)有点不注意｡(注意しない)

(46)*(少し/少々/多少/ちょっと)注意しない(注11)｡

(47)*(群微/略微/多少)不軽視外培教学｡(｢語学教育を軽視しない｣の意)

(48)*有点不軽視外債教学｡ (｢語学教育を軽視しない｣の意)

(49)*語学教育を(少し/少々/多少/ちょっと)軽視しない｡

｢有点｣はr注意｣の否定形式と共起することができる｡動詞によってその肯定形式の程

度だけでなく､その否定形式の程度をも示すことができる｡このように否定形式も修飾

され得る動詞は又､｢支持J｢賛成｣｢喜淡｣r重視｣｢理解｣などがあり､いずれもプラス的意

味を表すものである｡一方､｢軽視｣はマイナス的意味を持つ動詞だから､その否定形式

は肯定形式と同様に程度性を含有していると思われるが､しかしr有点Jには認められな

い｡もし｢有点｣と一緒に用いられると､それ全体の意味はおかしくなってしまう｡それ

ゆえに共起できないわけである｡

｢梢微｣｢略微｣｢多少｣はいずれも､そのままでは動詞の否定形式と共起することができ

ないものの､(44)のように被修飾語の否定形式と一緒に文中に用いられた場合は､共起

することができるようになる｡この場合はr梢微不 就 ( しないと--

-)｣という複文の構造に依存していると見られる｡｢現代改悟八百軌 (1984)によると､こ

の用法は｢注意｣｢小心(気を付ける)｣｢留神(気を付ける)｣などに限られ､それ以外の動詞

は共起できないということである｡また､これに対し､馬真氏は｢鞘微不 ｣はよく

複文の中で条件節や俊定節に用いられ､共起できる動詞は｢注意｣｢小心｣｢官神｣｢如意(気

に入る)｣r高架(嬉しい)｣｢満意(満足する)｣｢司憤(慣れる)｣｢看得恨(見慣れる)｣などに止

まり､その否定形式には｢一点｣｢-些｣などの数量詞が付けないと指摘しているが､しか

しながら､数量詞が付けない理由については述べていない｡その否定形式が｢梢微｣によっ

て修飾される場合には､意味的に｢梢微｣に左右されてしまい､｢一点J｢-些｣などの共起

語句はそれに設定された意味合いと互いに排斥しあい､そのために共起することができ

ないものと考えられる｡(注12)

一方､<少し><少々><多少><ちょっと>は動詞の肯定形式だけを修飾し､その

否定形式を修飾できないという点においては共通している｡併し､例外も少しある｡例

えば､

(50)*あの男は(少し/少々/多少/ちょっと)足りる(注13)｡

(51)あの男は(少し/少々/??多少/ちょっと)足りない｡

(52)*今日は†少し/少々/多少/ちょっと)お顔の色がすぐれる｡

(53)今日は(少し/少々/?多少/ちょっとIお顔の色がすぐれませんが､どこか
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悪いのですか｡

(54)*この訳文は原文の意に(少し/少々/多少/ちょっと)合う｡

(55)この訳文は原文の意に(少し/少々/?多少/ちょっと)合わない｡

などのように肯定形式は共起できず､否定形式だけが程度副詞によって修飾される動詞

もあれば､

(56)辛(少し/少々/多少/ちょっと)済む｡

(57)*少し/*少々/*多少/ちょっと済まない｡

などのように肯定形式は程度副詞と共起できず､否定形式が<ちょっと>にしか修飾さ

れることができない動詞もある｡しかし､｢注意する｣｢軽視する｣などといった動詞のほ

かに､

(58)*風は(少し/少々/多少/ちょっと)吹かない｡

(59)*日本料理は(少し/少々/多少/ちょっと)作らない｡

(60)*今日は(少し/少々/多少/ちょっと)込まない｡

のように､自然現象や動作 ･行為および状態などを表す動詞の否定形式がいずれも<少

し><少々><多少><ちょっと>と共起できないことから､｢足りるJ｢すぐれる｣｢合う｣

のように､否定形式でもって程度副詞と共起できる動詞は極めて少なくて､特定的なも

のと言えるのであろう｡

そして､｢足りる｣｢合う｣｢済む｣(注14)に対応する｢足｣｢合｣｢対得起｣などは中国語にお

いて､

(61)辛(梢微/略微/多少)不足/不合｡(｢足りない/合わない｣の意)

(62)粂費有点不足｡(経費が足りない)

(63)丙十人的性格有点不合｡(ふたりは気が合わない)

(64)軽費(梢微/略微/多少)有点不足｡(経費が少し不足している)

(65)丙十人的性格(柄微/略微/多少)有点不合｡(ふたりは気が合わない)

のように､否定形式でも｢梢微｣｢略微｣｢多少｣｢有点｣と共起できるものもあれば､

(66)*(鞘微/略微/多少)有点対不起｡｢(済まない)の意｣

(67)有点対不起｡(済まない)

のように｢有点｣だけが共起できるものもある｡この中で､｢不足｣｢不合｣を限定するにあ

たって､｢鞘微｣｢略微｣｢多少｣はそれぞれ｢有点｣を唯一の共起語句として､それと共に一

つのフレーズを構成しなけばならない｡即ち｢梢微有点｣｢略微有点｣｢多少有点｣はそれぞ

れ複合的修飾構造として用いられ､その構造全体をもって被修飾語を限定することにな

るが､それにしても｢不足｣｢不合｣などにしか認められず､それ以外のものとは共起する

ことができない｡

｢現代改悟八百詞｣(1984)､橡仇活氏(1988)(注15)はr有点Jはr梢微｣｢梢梢｣と共起する

ことができると述べているが､それらが共起した場合､その構造や意味および共起範囲

などについては説明していない｡(64)(65)のように｢鞘微+有点/略微+有点/多少+育

点｣は重ねられることによって､確かに｢有点｣よりその程度性を強調することができると

はいえ､そのかわりに(67)のように｢有点｣だけは共起でき､ほかの程度副詞は共起でき
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ないことから､後者の共起範囲はかなり制限されることになり､又共起できるものでも｢

有点｣はその中において大きな役割を果たし､｢梢微Jr略微｣r多少｣は｢有点｣にたよって被

修飾語と関りを持つことは間違いない｡

一方､<少し><少々><多少><ちょっと>は､

(68)*(経費は)(少し/少々/多少)ちょっと足りない｡

(69)*(この訳文は原文の意に)(少々/多少/ちょっと)少し合わない｡

などのように程度副詞同士では共起することができない｡日本語の程度副詞にはいずれ

も排他的性格を持っており､互いを受け入れることができない｡この点においては中国

語と対照的である｡

4.まとめ

以上述べたことを整理すると､以下のようにまとめられる｡

両語の程度副詞にはいずれも共起制限のあるものをもっているという点では､共通して

いるが､共起条件が厳しく､しかも共起語句の種類が多様で複雑であるという点では､

中国語は日本語と大いに違っている｡丑的要素を不可欠にしている中国語の程度副詞と

比べれば､日本語の程度副詞はそれだけで被修飾語を限定することが多く､形式的制限

は極めて少ない｡従って自由度が高い｡中国語の程度副詞は数多くの動詞の肯定形式と

否定形式を修飾し､肯定 ･否定の程度を共に表すことができるのに対し､日本語のそれ

は動詞の肯定形式を修飾するに止まり､その否定形式は修飾することができない｡改まっ

た場面や丁寧な表現に使われた場合は､日本語の程度副詞には文体差と位相差がよく見

られ､文脈によってニュアンスが違ってくる｡中国語の程度副詞にはそういう差異ははっ

きりせず､日本語と大きく異なっている｡

<注>

1､ここに挙げた副詞は､沖久雄氏(1983)の｢小さな程度を表す副詞のマ トリックス｣では

考察語として扱われている｡

2､本稿では取り扱う対象語を以下､考察語と呼ぶ｡考察語についての論考はほかにもあ

るが､紙幅の都合上､代表的な論だけを紹介しておく｡以下同じ｡

3､詳しくは 『基礎日本語辞典』を参照されたい｡

4､(-)(二)は名詞の例｡

5､前掲｢少し｣についての記述を参照願う｡

6､本稿と関係のある内容だけを引用し､例文は省略｡以下同じ｡

7､詳しくは丹保健- 1981｢程度副詞の諸相｣(『国語研究』第21集)､沖久雄 1983｢
小さな程度を表す副詞のマ トリックス｣(渡辺実編 1983『副 用語の研究』p199-215)を参

照されたい｡

8､本稿では程度副詞が被修飾語と共起できないものは｢*｣､意味的には共起できながら

そのままでは用いられないものは｢#｣､そしてかなり不自然な感じを与えるものは｢??｣､

それほどではないが多少不自然な感じを与えるものは｢?｣でもって示す｡
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9､<ちょっと>は又､娩曲的な表現に用いられることがあるが､その用法については別

稿に譲ることとする｡

10､この二つの例文を御提供下さった梅林博人氏に深く感謝する｡又､日本語の副詞に

ついて色々お教えくださった院生の皆さんに厚くお礼申し上げる｡

11､日本語では､動詞の否定形式とよく共起する副詞は<少しも><ちっとも><全然

><まったく>などが挙げられる｡

12､詳しくは 『清吉教学与研究』1985年第3期(p32)｡

13､｢*あの男は足りる｣｢*今日はお顔の色がすぐれる｣というような表現は日本語ではな

されないが､否定形式との対照のため､ここに挙げることをお断りしておく｡

14､｢すぐれる｣に対応すると見られる｢好｣は中国語では形容詞となっている｡

15､詳しくは 『清吉教学与研究』1988年第3期(p71)0
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